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温 泉 浴 に よ る変 調 の 研 究,

ヒ ス タ ミ ン感 受 性 の変 化

岡 山 大 学 温 泉 研 究 所 内 科

大 島 良 雄,

著者等は先に連日の温泉浴によE)浴に封す

る生体の反応型が変化すること,即ち温泉浴

によE)生体の反応位が変化することを,白血

球数1-,血液カタラ-ゼコ),血液凍慶酸億 31等

を目安にして証明した･その際温泉による反

応位の変化は入湯 1週前後に最も著しいこと

を知った.

そこで此の度は皮膚刺戟に際して生 成 す

る,いわゆるKoerpereigenの作用物 質で あ

るヒスタミンに対する生体の感受性が温泉浴

の反復によb如何に変化してゆくかを追及し

てみた.

実 験 方 法

一群 6匹の-ツカネズミの3匹には体重10g

あたE)10mgの塩酸ヒスタミン (水溶液)を

魂むの3匹には体重 1Ogにつき20mgの塩酸

ヒスタミンを皮下に注射し,死亡数を記録す

る.

温泉浴群に4群,淡水浴群に4群を使用,

入浴第4日,第 7日,第14日,第21日に 1群
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宛上記と同様ヒスタミン注射を行い,死亡率

を出す.

温泉浴として研究所泉,淡水浴として研究

所水道水を使用,浴塩 370C,浴時間 10分,

毎日1回入浴･研究所泉は凡 そ10-2Oマッ

ヘのラド-/を含有する食塩泉である.

実 験 成 績

図示の如く非入浴対照群は体重 10gにつき

10mgのヒスタミンに対して死 亡率 0,体 重

1ngあたE)20mgのヒスタミンに対■しては死亡

率100,Oof,平均50%の死亡である.(昭和26年

8月実験)

淡水不感渦度浴群に於ては毎日の入浴にか

かわらず,ヒスタミンに対する感受性に轡化

がみられない･

之に反し温泉浴群に於ては,入湯第 4日に

於て一群全部死亡,第7日に於ても4/6の死亡

を示したが,第14日に於ては逆に 1/6という

最低死亡率を示した･第21日には2/6の死亡

率で入湯前値に近づいている.

(無入時) 入湯第4日 第7日
搭前

欝14日 集21日
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考 案

温泉浴によDヒスタミン乃至ヒスクミ-/楼

物質が体内で生成せられることは既に明にせ

られた事実4-5･6) である･ しかもヒスタミン

が毛細血管を拡張し,濠出をたかめ,平滑筋

臓器の庫轡を凍さしめるのは周知であって,

その作用とアレルギー現象との類似は,アレ

ルギ-現象のヒスタミン詮が存在することか

らでも想像がつ く所である･ 7)8)

著者はかつて三朝温泉の入湯者に就き,漢

中E)が入浴 第3･-4日に最も多く,しかも体

液不安定性疾患を有する患者におきやすいこ

とを明にした.91湯中りの症状がアレルギー

症状や莱象病とよく似ていることも著者が指

摘した所である.一〇)ll)所が増山氏12)は気象

病がアレルギー現象と共通の症候群を有する

ことを指摘し,気象病患者はしばしば仮性ア

レルゲン乃至アレルゲンに敏感であることを

明にした.しかも前線通過に際し患者のイミ

グツオール体排漸 ま増加するという･今回著

者は三朝温泉の入浴により-ツカネズミのヒ

スタミンに封する感受性が入湯第-過,殊に

第 4日に最も高められることを証明したが'

之は湯中Dの発現機構の理解に役立つと考え

られる.

畑氏13)は湯中E)をヒスタミン中毒 を以て

説明せんと提案した･併し著者は湯中D症状

の凡てをヒスタミン中毒を以て説明せんとす

るつもE)はない.著者がかつて明沓泉浴に就

て行った箕験も,温泉浴後のイミグツオール

体排浬は高温浴に著しく,不感温度浴で最低

を示した.温泉浴に際し体内で生成される有

効物質はヒスタミンのみではな く,温泉浴が

生体に及ぼす影響は複雑である.ヒスタミン

に封する生体の感受性が入湯第4日に最も高

められた事実は,血液カタラ-ゼその他の目

安についても認められ た生 体の温泉浴によ

る反応位の愛化の過程における,自律系統の

一過性のか く乱状態,平衡失調を以て説明せ

らるべきものではなかろうか.おそらく比の

時鱗にはヒスタミンのみか,他の薬物乃至操

作に対■する生体の感受性もたかまっているの

ではないか,と著者は考えて更に実験をその

方向に進めている.

此の入湯第 1週における過敏期 を過 ぎる

と,第2週の路E)から第 3週にかけては,入

湯前よE)もヒスクミ./に対する生体の抵抗が

増す.しかも第 2週の終 りより第 8過の絡め

に向い,ヒスタミンに対する感受性が再び入

湯前に近づ く傾向を示したのは,生体の浴に

対する適応力雫慣れを示すものと解釈せられ

ち.即ちヒスクミ./に対する感受性を目安に

しても,著者がかつて末桁血液の白血球数や

血液カタラーゼ等を目安にした場 合 と同 じ

く,入湯 2-3週にして温泉浴に対す る生体

の憶応が行われることが示された･かかる知

見は温泉療法が経験的に大体 91浴を以て一

組少としている習慣に対 し一つの根拠をあた

えるものであろう.

結 論

毎日1回不感温度の三朝温泉浴を反復する

と,ハツカネズミのヒスタミンに封する感受

性 (致死率)が 入湯 第 4日に最もたかめら

紘,第14日に最低値 (入湯前よE)低い)を示

し,第21日には入湯前借に再び近づ くことを

明にした･

対照である同温同時間の淡水温浴に際して

は無処置の対照群と全 く差がなかった.



ヲ温泉浴による変調の折死,tスクミン感受性の変化

文 献

1)大島長粒 :放射能泉研究所報告 (2),12,昭21.

2)森永寛 :仝誌,(2),20,昭21.

3)外囲正純 :仝誌,(8),1,昭25.

4)富永達三.･福岡医大誌,2牢,(4),543,昭10.
5JLewis:FeldbergLl,S:chilf/,Hip,t;1min〟より引用.

6)大島良雄,長島庄治 :日本温泉気候会誌,7(3),39,昭17.

7)Berger-HP･11T･e一一:Allergie,G,Thieme,Leil)Zjg,1940･

8)Knrllos,P:Fort,7ChrittederAllergielchre,S･kq.rgeT,Basel,1939･
9)大島良雄 :医学と生物学,13(3),168,昭23

10)大島良雄 :日本温泉菊候会誌,14(4)103,昭21

ll)大島良雄 ･･塩泉療法,医学書院,昭26･
12)増山元三郎 :天来と気陳,7(3),161,昭1

13)畑孝一郎:内外治療,ll(3)292,昭11.

51

SENSITIVITY TO HISTAMINE DURING

A SERIESOF THERMAL BATHS.

YoshioOSHIMA andTakeoYOKOTA

(BalneologicalLabomtory,OkayamaUniversity)

Sensitivityofmicetohi触minewasestimated witllthede3tb-ratebyitssubcut･lneOuS

injection.Incontrolgroul)Withoutbathtenmg.ofhishrnineperteng.ofbodyweight

provedtobetolerable,buttbVentymg.ofhist･m ineperteng.ofbodyweightWaslethalirL
August.

To24micev,ereglVeneverydayaplP.intraterbattlat370C fortenminutes･Toanother

24miceWereglVeneVeryd'qyathermalb如holMisLTISaat370Cfortenminutel.

Onthe且th,7tb,14thand2】stdaytoep･chsixmiceofbothgroupswLqSgivenasubc u-

taneousinjectionofhistamine,namelytotbreemiceWasglVentenmg.Ofhistamitleperten

g･ofbodyweightandtoanotherthreemicewasgiventVVentymg･OfhistamlLneperteng･

ofbodyweifIht･
Inplainwaterbathgroupnocha･ngeilldeathr(1.teWasShownduritlg theseriesof

bathdays･ButinthethermalhathgroupalL)0% 1ethalitywasrecognizedonthe4thday,
67% lethalitywasprovedonthe7thdayandonly17% 1ethalitywasshownonthe14th
day.

Histamineorhi血minelikesubstFmCe isknown tobeachemicalagentliberated in
theskinbyP･nyskinirritants･

Andtheabove-merLtioTledchangein theSensitivity to histaminedtlring aseriesof

thermalbathssuggestr7anexplanationtothemechanism ofthermalcrisisthathasatendency
tooccurinthefirstweekofthermal bathcure.


